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臨床 的に用いた症例は膀 胱炎10,淋 疾2,淋 疾後尿

道炎1,腎 孟炎1の 計14例 である。

膀胱炎の治療:排 尿回数増加,排 尿時疹痛～不快感あ

り且つ尿潤濁ある症例に対 し,1日1～29,3～6日 間

の連続投与を行なつた。投与前膀胱尿鏡検で球菌又は桿

菌を認めたもの各3,両 者を認めた者2,無 菌のもの2

例。培養で葡萄状球菌2,Coliform1,Proteus及 び

葡萄状球菌を見たもの1で,他 は菌発育を見なかつた。

膀胱鏡的には粘膜の濾疸形成,出 血,潰 瘍形成などを

見た。投与中は他の処置を行なわず,自 他覚的症状の推

移を見た。治癒～i著しき軽快3,一 時的軽快4,不 変及

不参3で 不変の2例 には膀胱洗瀞が極めて有効であつた。

淋疾では19の 投与後6時 間で分泌物性状及び分泌物

中淋菌は不変,更 に19投 与 で通算12時 間後に淋菌の

著明な減少を認め,更 に毎6時 間の19投 与 を行ない,

通 算24時 間後に始めて淋菌の消失を見た。分泌物中白

血球は48時 間で消失した。2例 とも同様の経過をとつた

が,何 れも492日 投与,以 後尿道洗溝併用で1週 間の

観察中再発を見ず。非淋菌性尿道炎の症例は尿道不快感

を主訴とし,分 泌物中に葡萄状球菌発育を見たが293

日投 与後分泌物に殆ど細菌を認めな くな り,更 に3日 間

の投与で自覚症状も消失 した。

腎孟炎症例は脊髄膀胱を基盤として発した両側膿腎症

を示すもので尿瀾濁つよく,培 養にてProteus及 びP・

aeruginesaを 証 明した。1日296日 間投与で尿 性に

豊かの改善 も見られなかつた。

t以 上14例 を通 じ何等みとむべき副作用を経験しなか

つた。

健康人に対する経口投与で,吸 収はSulfamerazine,

Sulfadiazine及 びSulfathiaz◎leに 比 し梢々遅い様で

はあるが,血 中Peakleve1よ り見て吸収は良好と考え

られ,尿 中排泄は24時 間で投与量の約20%に 過 ぎず,

血中濃度持続の長い事 と略 々一致 する。抗菌力は特に検

しなかった。

治療効果は淋疾を含む尿道炎3例 に対 し有効ではあつ

たが種々の膀胱炎に対しては必ず しも優秀な成績をえな

かつた。之は臨床的に膀胱炎と呼ばれるものが種 々の原

因によつて起 りうるもので分離細菌が必ず しも意味をも

たない事が多いからである。薬物投与前後に於ける膀胱

尿培養検査を比較すると球菌性感染には効果的である事

が窺われた(我 々の症例中,桿 菌を培養分離 した症例に

は少数例ではあるがすべて効果を見ていない)。

現在泌尿器科的疾患に伴 う感染症に対する薬物治療の

面で,Sulfa剤 は抗生物質にその主座を譲つたが補助的

な意味では尚広汎に用い られている。治効の明にみとめ

られた淋疾に対 してもその程度はPC,SM,TC類,

CM等 に比して甚しく劣つている。Kynexが 治効上在

来のSulfa剤 に変る所がない とすれ ば,殊 に低pH領

域 に於ける高溶解性,小 量投与に よる長期間有効性持続

及び少い副作用などの点より見て,あ く迄補助的な薬剤

としてではあるが,従 来のSulfa剤 に代るべきものであ

ると結論 して良いであろう。
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Kynexを 数種の皮膚疾患,お よび淋疾に使用し,そ

の臨床成績は次のとおりであつた。

1)郷9例 に使用し8例 に有効であつた。2)癌2例

ともに有効,3)毛 嚢 炎1例,4)尋 常毛瘡1例,5)

膿痂疹1例,6)膿 庖性座瘡1例,7)化 膿性アテロー

ム1例 に使用し,い ずれも有効であつた。その他8)水

痘1例,9)デ ューリング庖疹状皮膚炎1例 に使用した

が,こ れらには無効であつた。

次に10)淋 疾 では15例 に使用し,臨 床症状の消失,

淋菌の陰性化 したもの8例 で無効7例 であつた。

使用方法は皮膚科疾患では成人1日1～29を3日 ～

10日 間 内服せしめたが,淋 疾では1日2～69を2日 ～

5日 間投与 した。副作用は全症例33例 中2例 に尿蛋自

の出現を認めたが,こ れは投与終了 とともにすみやかに

消失 した。
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